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 要 旨    

 

目的： 

アルコール依存症は世界的に公衆衛生問題である。そして、普通に離脱症状がみられ、ジアゼパ

ムが頻繁に使われる。われわれは、ジアゼパム負荷投与必要量と急性アルコール離脱症状の改

善の時間に対する CYP2C19 遺伝子多型の効果について研究した。また、ジアゼパムの負荷投与

の後持続する症状に関して、この遺伝子多型の影響を研究した。 

 

方法 

DSM-IV 基準によって診断されるアルコール離脱の症状で精神医学部門に報告された 69 例の患

者が本研究のために組み込まれた。CIWA-Ar によりスコアし離脱重症度を評価した後、ジアゼパ

ムの 10mg の負荷投与量が経静脈的に投与された。患者は２時間ごとに症状の改善が評価され、

20mg の経口ジアゼパムが症状の改善に基づいて与えられた。CYP2C19*2、CYP2C19*3 と

CYP2C19*17のための遺伝子タイピングは、PCR-RFLP と RT-PCR方法によってされた。 

 

結果 

急性症状の反転のために必要とされるジアゼパムの必要量ならびに時間は、異なる遺伝子型群の

間で統計学的に相違がなかった。同様に、急性発症の治療成功後の持続性の症状患者の頻度

は、群の間で異ならなかった。しかしながら、ジアゼパムの総必要量は、ベースラインの CIWA-Ar

スコア（調整されたオッズ比ＯＲ 0.21、p=0.026）によって影響された。加えて、ジアゼパムの低用量

（10mg）による治療の確率は、喫煙者（調整されたＯＲ5.22、p=0.025）と他の中毒（調整されたＯＲ 

9.26、p=0.026）患者でより高かった。 

 

結論 

 南インドの集団において、CYP2C19 多型が、ジアゼパムの必要量、成功した治療のために要し

た時間、ジアゼパムの負荷投与の後の持続性の症状に関して、有意な影響をもたないことを明ら

かした。しかしながら、ジアゼパム必要量は、ベースライン CIWA-Ar スコア、喫煙状況、他の共存

する依存症によって影響をうけていた。 

 

 


